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《第９回国際日本学シンポジウム報告８》

大英博物館所蔵　日本の陶器コレクションの歴史

ニコル・クーリジ・ルーマニエール*

本日は、大英博物館が所蔵する日本の陶器コレ

クションについて、特にオーガスタス・ウォラス

トン・フランクス（1826-1897）の活躍を中心に

お話ししたいと思います。バース勲章、王立学会

特別研究員、オックスフォード、ケンブリッジ両

大学の名誉教授という多くの立派な肩書きを持つ

フランクスは、1866年から1896年にかけて大英

博物館の学芸担当部長として活躍しました。彼は

個人の趣味から、そして大英博物館の一学芸員と

して、日本の陶器を収集しました。彼の蒐集品は、

当時の大英博物館がどのような日本美術を集めて

いたのか、そしてそのコレクションが英国でどの

ように受け止められたかを伝えてくれます。さら

に、それらの考察によって、大英博物館の日本陶

器コレクションに対する理解が深まるだけでな

く、後期ビクトリア時代のイギリスと明治時代の

日本の美的・経済的・知的交流が明らかにされま

す。これは非常に広い分野ですが、本日は時間も

かぎられていますので、フランクスと彼の陶器コ

レクションに的を絞って話をすすめます。その中

で｢加賀｣の九谷焼に少し触れ、最後にフランク

スのコレクションが大英博物館の後世の学芸員に

どのように受け止められたかについて、お話でき

ればと思います。

日本の陶器は、大英博の設立時当初からその所

蔵品の一部をなしていました。1753年、議会法

が可決され、ハンズ・スローン卿（1660－1753）

の個人コレクションと蔵書を収蔵するために大英

博物館は設立されました。スローン卿はかねてか

ら日本に関する知識があり、エンゲルベルト・ケ

ンペルの妻と甥から、ケンペルの遺品である多く

の作品と書物を購入しました。大英設立時、旧

ケンペル・コレクションには少なくとも６点の

日本製焼物があったと言われています。６点のう

ち、現川焼の小さな鉢が３点、肥前焼の香炉が２

点、そして１点は小さな有田産の肥前焼香合でし

た。ケンペルの焼物は、すべて九州で製作された

ものです。現川焼の小鉢は、元禄時代に国内向け

に焼かれたもので、ケンペルが長崎で購入したと

思われます。２点の香炉は、金銀の彩色が施して

あり、ケンペルが日本に渡る数十年前の1660年代

の作と考えられています。これもケンペルが日本

で購入したものでしょう。金銀彩染付肥前焼香合

は17世紀後半の海外輸出用の様式のもので、類似

のものが英国のバーリー・ハウス及び個人所蔵品

に見られます。ケンペルは、この作品を日本以外

で購入したか、受け取った可能性があります。

大英博物館は、この６点の初期コレクションを

基盤とし、いまでは3,500点におよぶ日本の焼物

を所蔵しています。内訳は、ほぼ同数の土器・炻

器と磁器で、これらはそれぞれ、一室に土器・炻

器、第二室に磁器、そして三室目には近代の焼物、

肥前焼の柴田コレクションと新規受入れ作品とい

うように焼物専用の収蔵庫三室に収蔵されていま

す。第三室には新しい収蔵ケースが設けられ、作

品をより効率的に収納することが可能になります。

大英博物館の日本コレクションは寄贈・購入を

通じ、徐々にではありますが、確実に増えていま

す。最近の例としては、三代徳田八十吉先生が、
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2007年開催の特別展「わざの美　伝統工芸の50

年展」を記念して、すばらしい大きな燿彩壷を寄

贈してくださいました。2006年には、縄文時代の

土偶が２点コレクションに加わり、常設のジャパ

ン・ギャラリーに展示されています。コレクショ

ンは、縄文から現代までの幅広い時代にわたりま

すが、中でも古墳時代の発掘品と江戸初期から中

期の磁器、そして江戸後期から明治初期の焼物が

充実しています。この大規模な焼物コレクション

の約半数は、フランクスによって集められました。

フランクスの独力により形成されたといっても過

言ではないほどです。彼は蒐集範囲を定め、登録

法を導入したほか、日本の焼物産業を包括的かつ

忠実に反映した展示となるよう努めました。結果

として彼の試みは成功し、大英のコレクションは、

日本の焼物の歴史を包括的に語るものとなってい

ます。あえて欠けている分野をあげれば、尾形乾

山などの江戸時代に活躍した作家の作品でしょう。

大英博物館の焼物コレクションをより深く理解す

るには、フランクスの分類学的取組みを理解する

必要があります。彼の交友関係、教育はもとより、

大英帝国最盛期であった1850－80年代のビクト

リア時代の社会・学問をめぐる環境は、フランク

スに多大な刺激を与えました。

フランクスは1851年、ロンドンでクリスタル・

パレス博覧会が開催された年に大英博物館に採用

されました。フランクスは上流階級出身であり、

当時彼のような階級の人物がいわゆるサラリーマ

ンとして働くことは極めて異例なことでした。し

かし、彼は45年という長期にわたり大英での職

に全身全霊をささげ、退職後一年で他界しました。

つまり、フランクスは、19世紀後半すべてを大英

での仕事に尽力したのです。

1826年にジュネーブで生まれ、語学に長けて

いたフランクスは、フランス語、ドイツ語、イタ

リア語を流暢に話しました。幼少時代（1828－

1833）をローマで過ごした後、1843年後半にロ

ンドンへ移住します。育ちも考え方もヨーロッパ

的であったフランクスは、同時代のイギリス人と

は異なる価値観を持っていました。イートン校卒

業後、ケンブリッジ大学のトリニティー・カレッ

ジに入学と、当時の上流階級子息の典型的な教育

の道を歩みます。若い時から聡明で、早くから磁

器と分類法に関心を持っていたフランクスは、卒

業した年には中世の磁器の釉薬様式についての本

を出版します。この著書はフランクスが、当時北

ヨーロッパの自然科学者たちの間で話題になりつ

つあった、類型学についてすでに知識を持ってい

たことを我々に知らせてくれます。有名な自然科

学者である後見人に幼い頃から感化されていたフ

ランクスは、自分のミドルネームには、敬意を表

して、後見人の名「ウォラストン」を使用してい

ました。

大英博物館で勤務を始めて早期から、フランク

スは日本の歴史と物質文化に興味を抱き、1860

年代には日本の美術品を蒐集していました。当初

は小さなものに惹かれていたようで、根付けや鍔

などを集めます。科学に関心を持つビクトリア

人として、特に考古学に熱心だったフランクス

は、日本に着目しました。エドワード・シルベ

スター・モース が訪日する約10年も前の1868年、

明治元年に彼は日本の石器時代についてロンドン

の古物研究家協会で開催された先史考古国際会議

で講演をし、論文を執筆しています。

フランクスは1897年に他界しますが、未婚で

子供もなかった彼は、個人の趣味で集めた日本の

焼物も含め財産を大英に寄贈しました。残念なが

らフランクスは論文帳面などすべて焼却するよう

彼の助手のチャールズ・ハーキュレス・リード 

（Charles Hercules Read）に命じ、またリード自身

も、自分が亡くなった後には帳面を焼き捨てるよ

う遺言したため、これらの貴重な書類はほぼ失わ

れてしまいましたが、稀にフランクス宛への手紙

やそれに答えた彼の書簡が発見されます。これら

の書類は、フランクスの、日本にとどまらない幅

広い文化・時代にわたる蒐集の動機を語っていま
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す。たとえば、フランクスは、彼の友人であっ

たクリストファー・ドレッサーの作品をはじめ

て大英博物館に取得しましたが、それはパプア・

ニューギニアの神をかたどった陶磁器の灰皿でし

た。

フランクスは日本の焼物の蒐集を1860年後半

から始め、70年代に興味は着実に強くなってい

き、70年代後半から80年代初めにかけてその熱

意はピークに達しました。その後は、時折日本の

焼物を購入することはあったものの、彼の興味は

中国、イスラム、そしてイギリス列島の考古遺物

の蒐集に移ってゆきます。注目すべきことに、フ

ランクスは他のコレクターたちに経済的・知識的

な支援を求め、彼らのコレクションを大英に寄贈

するよう働きかけました。コレクションには、や

はり焼物が多くみられ、ウィリアム・ガウランド

やAFトッドの所蔵品も含まれています。寄贈さ

れた作品は、彼の監督のもと元コレクターの名前、

フランクスの名前、そして彼が考案した独自の登

録番号が丁寧に記録されました。自ら作品の記録

をとったため、今でも彼が集めた焼物の底や、解

説ラベル、目録表、登録記録書などにはフランク

ス自身の筆跡が見られます。丁寧にまとめられた

記録書には作品の素描も含まれており、外見、寸

法、購入価格、わかっている場合は来歴、特徴な

どが記載されています。これらの記録を数年後オ

ンラインで公開できるよう、現在大英博物館にお

いてデータ化がすすめられています。

フランクスは単に数多くの作品を集めることに

は興味がなかったようで、可能な限り計画的かつ

厳密に収集しました。美術史学者のクレーグ・ク

ルーナス氏は、「主要な博物館が設立された19世

紀半ばまでには、蒐集に関する男性的な見解に基

づき、科学的な分類と単なる蒐集は分離された」

と説明しています（Clunas, p. 323）。フランクス

の交友関係は、ビクトリア時代の科学的・男性的

思想を支えた三つの機関、すなわち古物研究家協

会（自然科学協会）、アテネウム（現在でも女性

の入会を認めない社交クラブ）と大英博物館を中

心としていました。フランクスの親しい友人や食

事仲間には、ジョサイア・ウェッジウッドの孫婿

でもあるチャールズ・ダーウィン、ルーサフォー

ド・オルコック卿、クリストファー・ドレッサー、

フレデリック・レイトン爵、ピット・リバーズ長

官などがいました。

フランクスの科学的蒐集に対する熱意は、彼が

自身の日本・中国焼物コレクションの図録を自費

で改訂したことからも伺うことができます。サウ

ス・ケンジントン博物館現ビクトリア・アンド・

アルバート美術館の別館であったベスナル・グ

リーン博物館で1876年に開催された展覧会図録

『Catalogue of a Collection of Oriental Porcelain and 

Pottery、（東洋陶磁器コレクション図録）』を、フ

ランクスは1877年に再編集しました。これに関し

ては、他の発表ですでに詳しく話しましたが、フ

ランクスによる再版の前書きを少し紹介します。

この図録の初版が出版されて以来、私はコ

レクションをより完全なものにしようと試み

てきた。特に日本のコレクションは満足のゆ

くものではなく、陶器という重要な分野が欠

落していた。以後、骨董や美術品が大量に輸

入され、これら作品の解説書は、正確さにば

らつきはあるもののこの分野の研究に多いに

役に立った。しかしながら、フィラデルフィ

アで展示された後、サウス・ケンジントン博

物館が購入した日本コレクションの報告書は、

今までで一番信頼できる情報だと確信してい

る。館長が報告書の閲覧を許可してくれたお

かげで、今までの情報を確認し訂正すること

ができ、この図録の意義を大いに増すことが

できた。また日本の磁器の銘に関しては、南

条氏、 カサワラ氏、 そして彼らのイギリスの

友人デビッド・ヘアー氏、そして馬場氏と

いった優秀な方々の助力を得る事ができた。
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フランクスが最も興味をもっていたのは、焼物

の｢起源｣を追求する事でした。つまりフランク

スは、科学的な分類学だけでなく、もう一歩踏み

出して、作品の真偽を確かめようとしたのです。

彼は日本の国内市場向けの作品と「輸出向けの作

品、当時の加賀焼と旧加賀焼（古九谷か江戸九

谷）」の違いを理解しようと試みたのです。

1876年に初出版された焼物目録には、日本・

中国という国以外には地域の生産地はほとんど記

載されていません。代わりに、フランクスは作品

の外観にこだわり、文様や造形を忠実に表記しま

した。例えば、古九谷様式の九角皿の所蔵番号は

「498a」と記され、それは1870年代前半にフラン

クスが購入したものと考えられます。初版図録

の解説には、「角がかたどられた九角形の皿。日

本製の色彩された磁器。中心部には風景と岩から

生えた古い木、そして三人の人物が描かれている。

その周りは青い鱗模様に囲まれている。周縁は黒

と緑の編目模様で装飾され、その上に四葉の形に

囲まれた花が配置されている。作者のものと思わ

れる銘あり。直径13.3/4 インチ」と書かれていま

す。

一年後の再版には、製作場所と銘、その他の

記録すべき情報が掲載されています。先ほどの

「498a」番には、「印銘、と・だ・きち・へい、作

者の名前」と新たに加えられています。フランク

スの情報は時に誤っていることもあるものの、フ

ランクスが日本語の情報や、アーネスト・サトー

といった学者からの情報を参考にしていたと考え

られます。また、この古九谷様式の九角皿と似た

ものが、パリのギメ美術館にも所蔵されており、

焼物の購入先が共通していたかもしれないという

可能性があり、興味深いことです。

フランクスが受け入れた九谷周辺の焼物の多

くは３つに分類されており、台帳には1092から

1110番、1550番台と1700番台で登録されていま

す。1100番台の作品は1877年に受け入れたもの

で、1550番台のものは1878年に、1700番台のも

のはさらに数年後に館の収蔵に加わったと考えら

れます。

例えば、作品番号1103番は、「五角形皿、ふち

が内側にねじ曲がったもの。日本製磁器、赤に金

彩、 晋時代の七福神に雲、外側には童子五人、「九

谷」の赤銘、九谷焼、製作地　加賀。直径７イン

チ（17.5cm）」と記されています。

作品番号1105番は、通常の解説の他に「赤銘、

九谷、赤地に金字で「福」（ハッピネス）」と書か

れています。

1877年、彼が早期に購入した作品に小さな鴨

形の香合があります（1097番）。これは、ごく短

期間のみ活動した吉田屋の窯によると思われる作

品です。この1097番には、「頭を背に休めている

鴨型の容器。日本製色彩磁器。ふたの内側に黄地

に黒字で「福」（ハッピネス）。古加賀焼」と解説

があり、「九谷」という言葉は使っていませんが、

他の九谷焼とまとめて記録されています。また、

「古加賀」の｢古｣は、純粋な加賀焼といった意味

で、｢現代｣｢輸出用｣との区別をはかるものでし

た。薩摩焼も｢古薩摩｣と分類しています。フラ

ンクスは、九谷焼を基本的に「色絵磁器」と分類

し、産地を｢加賀｣としています。

1876年にフランクスが手がけた中国・日本製

焼物展示のきっかけの一つとして考えられるのが、

1876年に開催されたフィラデルフィア博覧会と

フランクスの関わりです。イギリス政府は、博覧

会で展示された日本の焼き物を購入する意図があ

りました。フランクスは、交渉と手続きを積極的

に進め、作品をサウス・ケンジントン博物館（現

ビクトリア・アルバート美術館）に確保するよう

働きかけ、また1880年に出版されたこのコレク

ションについてのガイドブックの編集にも重要な

役割を果たしています。

イギリス政府は1875年、サウス・ケンジント

ン博物館に歴史的かつ包含的な日本の焼物コレク

ションを設けるため、100ポンドの融資をするこ

とに合意します。後にこの金額は三分の一に減少
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しますが、それでも十分な金額だったようです。 

ビクトリア・アンド・アルバート美術館の記録に

は、個々の作品の購入金額が記録されており、明

治期の焼き物の1870年代中ごろの市場価格を示

す貴重な資料となっています。

作品調達は概して、サウスケンジントンの初代

館長の親戚で東京に駐在していたフリッツ・クン

リフ－・オウエン（Frits Cunliffe-Owen）という

人物にまかされました。シオダという人物が作品

の購入と解説を担当し、それをアサミ氏が英語に

翻訳し、フランクスが編集するといった手順で蒐

集が行われました。蒐集はイギリスの観客に正統

な日本の焼物史を伝えるという明確な意図のもと

で行われました。

国のために日本製の焼物を購入する動機に関

し、フランクスは1880年に出版した自著の前書き

でこう述べています。「フィラデルフィア博覧会

の準備が進む中、サウス・ケンジントン博物館の

上層部は、もっと古い焼物の名品が加えられれば、

展覧会の日本部門はさらに素晴らしいものになる

と考えた・・（中略）博覧会後、これらの作品は（サ

ウス・ケンジントン）博物館に所蔵される事が決

められた（Franks, 1900）。」彼が作品の選択に多

いに影響を及ぼしたのは確実なことですが、しか

し、どれだけの影響があったかは未だに明らかに

されていません。彼の個人助手で大英でのフラン

クスの職の後継者となるチャールズ・ハーキュレ

ス・リード（Charles Hercules Read）は、サウス

ケンジントン博物館に加わった日本の焼物すべて

の解説や銘などについて手書きの記録を1880年

に制作しました。フランクスの冊子「日本の焼物」

（Japanese Pottery ）の銅板イラストは、リードの

図案をもとにしています。

「日本の焼物」は、縄文から明治の作品を取り

上げ、中でも近世（江戸から明治初期）の作品を

重視しています。また、九谷焼は別途、６点の作

品を紹介しています。とりわけ17世紀中ごろに製

作された古九谷青手様式の大鉢はすばらしい作品

で、フランクスは「浅鉢、荒い磁器に紫、緑、黄

色の色彩と黒い線が施されている。九谷焼、製作

年代1620年」と書き残しています。この大鉢に４

ポンド３シリング支払っており、1876年当時と

してはかなりの額です。他の大部分の作品はこれ

よりも低額で購入されましたが、相馬焼の馬紋の

茶碗は、当時人気を集めていたもので、先の大鉢

と同じ金額が支払われています。フランクスは多

数の相馬焼茶碗を購入し、大英のコレクションに

加えました。

結論

大英博物館とビクトリア・アンド・アルバート

美術館が所蔵する日本の焼物コレクションは、ビ

クトリア時代に形成されたフランクスの遺産の一

部です。フランクスのコレクションに関するこの

論文が、明治時代前半に英国で集められた日本の

焼物について少しでも紹介できたことと願います。

コレクション蒐集においてフランクスが重視し

たことは、｢産地｣と「真正さ」でした。彼は自

身を科学者とみなし、国家のために、国家を代表

して蒐集するという一大任務を感じていました。

この時代、英国は｢大英帝国｣という強固な意識

を持っていた時代です。彼が収集した焼物の多く

が、いまでは入手困難な名品と呼ぶにふさわしい

物ですが、中にはそれほど希少とはいえないもの

や日本製ではないものもあります。しかしながら、

これほどの多種多様な作品を厳格さをもって集め

たところが重要です。

フランクスは国家のために全力で奉仕し蒐集す

ることで、自分の社会的地位を正当化させたかっ

たともいえます。幼少期の海外生活、自己の生き

方に悩みながらも、裕福な特権環境に身をおき、

知己に富み学力優秀、成人期に肉体的な傷を負っ

た――このように見るとフランクスは明らかに、

自ら選んだ蒐集にかける道をまっしぐらに進む気

質があったかに思われます。大英博物館とその所
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蔵品を含め、彼はイギリスの科学界に大きな影響

を及ぼしました。しかし、死後、彼の貢献も急速

に世から忘れ去られます。

美術品は、変わりゆく思考を伝えるものでもあ

り、フランクスが熱心に集めた焼物が過去100年

間にわたり大英博物館でどのように受け継がれて

きたかを検討することも必要です。フランクスの

ように積極的な購入によってというより、寄贈な

どを通して増えているといえますが、コレクショ

ンは大切に守られてきています。

1924年に、当時学芸部長であったR.L.ホブソ

ンは、大英博物館刊行の『極東アジア古美術の陶

磁器小冊子』の前書きにこう記しています。「フ

ランクスのコレクションは、最大級の評価に値す

る。作品個々の希少価値はもとより、オリエント

の焼物を包括的に科学的に検証できる特異なコレ

クションだからだ。」小冊子ではこのようにフラ

ンクスを高く評価したものの、ホブソンはこの後、

フランクスのコレクションを重視することはあり

ませんでした。

大英博物館東洋部学芸員のソーム・ジェニン

ズ（Soame Jenyns）は、1965年に大英博物館所蔵

の日本磁器に関する本を出版しましたが、フラン

クスについての記述は、注釈事項として２箇所し

かありません（p. 185, p. 267）。また、ベスナル・

グリーンでの展覧会図録についての記述もなく、

唯一フランクスの焼物の小冊子について述べてい

るのみです。ただし、挿絵にはフランクスの焼物

を使用しています。ジェニンズは、フランクスの

コレクションについて、自著の Japanese Pottery

（1971，p.98）でひどく批判します。そこでは、「現

に我々国民のために集めた作品はこの時期（19

世紀後半）に蒐集されたものばかりで、大半が低

レベルの代物である。結果として、間違った日本

の印象を与えている。」1という、1930年のホブソ

ンのコメントを引用し、ジェニンズもこの意見に

追従しています。ジェニンズは「現在のわれわれ

が見るとくだらないと思える19世紀に蒐集され

たこれらの焼物は、その当時の状況や考え方のレ

ベルがいかに低いかを見極めるのに役立つ…（中

略）フリア･ギャラリー、大英博物館などアメリ

カ・ヨーロッパの博物館では、その後に蒐集され

た焼物により主要のコレクションが形成された。

これらのコレクションにとって、モースの収集品

は、単なる布石でしかなかった。ところが、主要

コレクションが形成されたころには、モースはす

でに、焼物界での権威となっていた。」と書いて

います。

前述のように、フランクスは、日本の陶磁器を

モースが有名になる前から集め、またモースに影

響されることなくコレクションを形成していま

す。両者は互いに交流がありました。フランクス

は少なくとも二度イギリスでモースに会い、一度

はフランクス宅で昼食をともにしています。しか

し、フランクスの著書はすべて1880年以前に出版

されたものであり、彼は一度もモ－スについて著

述する事がありませんでした。モース自身のコレ

クション図録は、フランクスの他界から４年後の

1901年に出版されました。

フランクスは、自身の蒐集品の寄贈を含め、大

英博物館のコレクションを作り上げました。それ

らは、縄文から明治のものまで1000点以上にも

及び、ヨーロッパ有数の包括的な日本焼物コレク

ションと言えます。この焼物コレクションの形成

とその規模、趣旨はすべてA.W.フランクスが残

した遺産だといえます。

【注】

１　Jenyns, 1971, p.1 from Hobson, 1930 “ Notes on 
Japanese Pottery ” Transaction and Proceedings of the 
Japan Society XXVIII, 1930, p.98.
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